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地域交流センター管理運営業務 地域交流センター六ツ美分館整備業務（P1） 地域支援業務（P2） 岡崎市総代会連絡協議会支援業務

学区市民ホーム管理業務

市民相談業務 外国人相談業務 男女共同参画相談業務 多文化共生推進業務

防犯灯維持管理業務（P3） 生活安心推進業務（P4） 交通安全施設整備業務 交通安全施設維持管理業務

南海トラフ巨大地震想定見直し関連事業（P5） 災害対策設備整備業務（P6） 【新】自主防災組織活動資機材等整備事業補助業務（P7）

【新】総合雨水対策計画策定業務（P8） 消防・救急無線整備業務 消防団員被服支給業務（P9） 消防自動車等購入業務（P10）

（３） 安全社会の構築 ５億3,820万円 （１億6,597万円増）

安全な社会環境の構築のために、関係機関との連携強化を図りながら、地域社会での注意を喚起し、安全・安心の確保に努めます。

主
な
事
業

※ 太字の事業・業務は、平成26年度予算重点事項の記載のページに詳細を掲示
※ 【新】は新規事業

（１） 市民自治の実現 ７億727万円 （5,173万円増）

地域コミュニティ、ボランティア・ＮＰＯ、企業による社会貢献活動を支援し、これらの団体との協働を進め、地域課題の解決、多様化する市民ニーズや質の追
求への対応に努めます。

第１章 地域で支えあい安全に暮らせるまちづくり（市民生活・地域社会の充実） 28億6,411万円 （前年度対比 ８億9,961万円増）

消防・救急無線整備業務の事業費（＋３億6,102万円）や消防自動車等購入費（＋１億8,180万円）の増などにより、前年度対比45.8％の増となりました。

主
な
事
業

（２） 市民生活の充実 8,553万円 （1,630万円増）

市民が問題解決に向けた個別の対応を適確に行えるよう、性別、国籍などの違いにとらわれない、市民が活発に交流する地域コミュニティづくりに取り組みま
す。

主
な
事
業

（４） 防災体制の充実 15億3,311万円 （６億6,561万円増）

災害時の被害を最小限に抑えるという減災の観点に沿って市民同士の自助・共助を重視した災害対策を進めるとともに、消防体制の整備・強化に努めます。

主
な
事
業
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がん等検診業務 妊婦・乳幼児健康診査業務 火葬場建設業務 予防接種業務（P11） 動物適正飼育指導業務（P12）

国民生活基礎調査・人口動態調査等実施業務 救急医療体制運営補助業務 地域医療体制の充実（P14）

民生委員児童委員協議会関連業務 社会福祉協議会運営費等補助業務

障がい福祉サービス費等支給業務 身体障がい児・者補装具費支給業務（P13） 福祉の村施設整備業務（P16）

心身障がい者福祉扶助料支給業務 障がい者地域生活支援業務

第２章 健やかに安心して暮らせるまちづくり（保健・医療・福祉の充実） 857億4,834万円 （前年度対比 33億3,152万円増）

国民健康保険の保険給付費（＋10億955万円）や介護保険の保険給付費（＋10億6,104万円）の増などにより、前年度対比4.0％の増となりました。

（１） 保健衛生の充実 36億8,597万円 （４億2,517万円増）

市民が生涯を通じて心身ともに健やかに暮らせるよう、関係団体と連携しながら公衆衛生の確保に努めるとともに、市民が健康づくりや食育に取り組むことの
できる体制を整えます。

主
な
事
業

主
な
事
業

全ての市民が地域社会を構成する一員として認めあい、市民、福祉事業者、行政などがそれぞれ協力しあって福祉活動に取り組む体制づくりと福祉環境の
整備を進めます。

（２） 地域医療の充実 22億7,393万円 （21億9,490万円減）

医療機関の機能分担を発揮し、適切で質の良い医療を身近で受けられるよう、地域医療体制の堅持とその周知を図るとともに、市民病院の安定運営に努め
ます。

（３） 地域福祉の推進 ３億8,121万円 （２億578万円増）

主
な
事
業

主
な
事
業

（４） 障がい者福祉の充実 57億4,893万円 （９億1,783万円増）

障がい者が地域社会の構成員として、生きがいをもって暮らしていくため、自立した生活と積極的な活動を支援し、ノーマライゼーションを推進します。
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【新】喀痰吸引等研修事業費補助業務（P17） 高齢者福祉施設等建設助成業務（P18） 地域福祉センター管理運営業務

介護サービス等給付業務

児童扶養手当支給業務 児童手当支給業務 放課後対策業務 保育園園舎建替業務（P19） 私立保育園保育実施負担金業務

子ども医療助成業務 後期高齢者医療療養給付費負担金業務 後期高齢者医療広域連合負担金業務

国民健康保険一般被保険者療養給付費支払業務 生活保護費支給業務

主
な
事
業

（７） 社会保障の充実 386億2,419万円 （20億1,544万円増）

市民が安心して生活できる社会保障として、生活保護制度、医療保険制度、年金保険制度に関する十分な情報提供と制度の長期的な安定と充実に努めま
す。

（５） 高齢者福祉の充実 211億9,850万円 （９億7,523万円増）

高齢者が地域社会の構成員として自立して生きがいのある暮らしができるよう、社会活動への主体的な参加を促進します。

（６） 児童福祉の充実 138億3,561万円 （９億8,697万円増）

子どもたちが心身ともに健やかに成長できるよう、地域の協力を得ながら子どもを育てる環境づくりに努めます。

主
な
事
業

主
な
事
業
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水とみどりの森の駅管理運営業務 こども自然遊びの森管理運営業務 ホタル学校管理運営業務 おかざき自然体験の森管理運営業務

合併処理浄化槽普及促進補助業務 不法投棄対策業務 廃棄物適正処理推進業務

新エネルギー設備等購入費補助業務（P20） 岡崎版エコポイント制度業務（P21） ごみ処理施設管理運営業務

リサイクルプラザ管理運営業務

環境基本計画推進業務 環境審議会運営業務

森林・河川が有する保水能力の向上、水質保全、水辺再生などにより健全な水環境を創造するとともに、騒音、振動、悪臭などの感覚公害の無い良好な生活
環境の確保に努めます。
主
な
事
業

環境に対する負荷を少しでも軽減させるため、市民及び事業者の環境に配慮した主体的な行動の実践を支援します。

主
な
事
業

（３） 地球環境の保全 23億511万円 （１億7,794万円増）

市民がごみ減量・リサイクル及び地球環境の改善を考慮した主体的な行動を起こせるよう、意識啓発を含めた具体的な環境保全活動を提示し、推進します。

主
な
事
業

（４） 環境行動の実践 288万円 （前年度同額）

第３章 自然と調和した環境にやさしいまちづくり（環境共生都市の実現） 24億6,345万円 （前年度対比 ２億645万円増）

ごみ処理施設管理運営費（＋２億191万円）の増などにより、前年度対比9.1％の増となりました。

（１） 自然環境の保全と活用 6,277万円 （54万円増）

市民との協働を通じた自然環境の保全を進め、豊かな水資源と自然環境を将来へ継承します。

主
な
事
業

（２） 良好な生活環境の確保 9,269万円 （2,797万円増）
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中心市街地活性化推進業務 ビジネスサポートセンター運営業務（P22） 中小企業事業資金斡旋業務 企業誘致業務

【新】技能五輪全国大会開催業務（P23） 若年者就労支援業務

市費農業用施設改良業務 ため池整備業務（P24） 県営経営体育成基盤整備事業費負担業務 道の駅藤川宿管理運営業務

岡崎市産材住宅建設事業費補助業務（P25）

桑谷山荘跡地管理業務 【新】観光資源整備業務（P26） 観光啓発業務（P27） 乙川魅力創造業務（P28）

家康公顕彰四百年記念事業推進業務（P29） 観光イベント推進業務

主
な
事
業

（２） 農林漁業の振興 ７億9,720万円 （5,735万円増）

農林漁業及び農山村は、食料の安定的供給はもとより、環境・国土保全などの多面的機能の発揮を通じて市民生活・地域経済を支えており、今後もこうした
機能の持続的な発展と、都市との交流を始めとした振興を図ります。
主
な
事
業

第４章 賑わいと活力あるまちづくり（経済の振興） 31億338万円 （前年度対比 １億1,513万円増）

市民休養施設桑谷山荘の解体工事費（＋１億7,280万円）や観光客誘致に係る経費（＋4,961万円）の増などにより、前年度対比3.9％の増となりました。

（１） 商工業の振興 17億5,711万円 （１億7,706万円減）

地域資源を活用した新たな事業展開やビジネスモデルへの支援、中心市街地における商店街の賑わいの創出、積極的な企業誘致と労働力の安定的確保
などを図り、地域経済の持続的な活力を生み出す支援体制の充実に努めます。

（３） 観光の振興 ５億4,907万円 （２億3,484万円増）

岡崎市内を訪れる来訪者の増加をめざして、既存の観光資源の魅力をさらにアピールする一方、新たな観光資源の発掘に努め、市内外の観光客による地域
の賑わいを生み出すとともに、市民交流を通じておもてなしの精神の醸成を図ります。
主
な
事
業
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【新】防災都市づくり計画策定業務（P30） 岡崎駅東地区整備業務（P31） シビックコア地区整備業務（P32）

岡崎蓑川南部土地区画整理事業費補助業務 【新】密集市街地整備推進業務（P33） 東岡崎駅周辺地区整備推進業務（P34）

乙川リバーフロント地区整備推進業務（P35）

交通政策推進業務 街路･道路新設改良事業（P36） 橋りょう新設改良･維持事業（P37） 橋りょう長寿命化修繕業務（P38）

スマートインターチェンジ調査検討業務（P39） 道路整備業務 道路維持修繕業務 【新】道路ストック点検修繕業務（P40）

公園緑地整備事業（P41） 公園維持管理業務 河川・排水路改修事業（P42） 市営住宅管理業務

住宅・建築物耐震化事業費補助業務（P43） 水道事業の主な取組（P44） 下水道事業の主な取組（P46）

それぞれの地域の魅力が引き出せるよう、計画的な土地利用の推進や良好な景観の保全・整備に努めるとともに、中心市街地を始めとする市街地の基盤整
備を進めます。

（２） 快適移動社会の実現 30億5,713万円 （３億2,759万円増）

公共交通の利便性の向上と円滑な移動の確保を図り、あらゆる人が利用しやすい交通環境の整備を進めます。

主
な
事
業

（３） 生活基盤の充実 153億6,800万円 （24億4,838万円増）

誰もが安全で快適に暮らせるよう、公園や河川など身近な生活基盤を整備するとともに、住宅や上・下水道などのライフラインの適切な整備・維持管理に努め
ます。
主
な
事
業

主
な
事
業

（１） 都市魅力の向上 24億8,171万円 （10億3,315万円増）

東岡崎駅周辺地区整備の推進（＋５億5,011万円）や岡崎駅東地区整備（＋３億3,000万円）に係る事業費の増などにより、前年度対比22.3％の増となりまし
た。

第５章 快適で魅力あるまちづくり（都市基盤・生活基盤の整備） 209億684万円 （前年度対比 38億912万円増）
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公立・私立幼稚園就園奨励費補助業務（P48） タブレット型情報端末導入業務（P49） 私立高校等授業料補助業務

小・中学校管理業務 中学校屋内運動場改修業務（P50） 六ツ美中学校柔剣道場整備業務（P51） 学校給食委託業務

東部学校給食センター建設業務（P52）

ジャズコレクション活用業務 中央図書館管理運営業務 図書館交流プラザ管理運営業務 図書館交流プラザ施設整備業務（P53）

【新】スポーツ大会開催業務（新東名開通記念スポーツイベント）（P54）

岡崎（城址）公園整備業務 文化財施設等整備業務（P55） ジャズの街岡崎発信業務（P56） 市民会館施設整備業務（P57）

シビックセンター管理運営業務 企画展開催業務（P58）

（３） 文化の振興 12億5,565万円 （４億7,920万円減）

文化の薫り高い都市の実現に向け、綿々と伝わる歴史と風土のなかで培われた文化財と伝統文化の保存や活用を図るとともに、個性豊かな市民文化の創造
に向けた文化芸術活動の振興と文化を支える環境の整備に取り組みます。
主
な
事
業

第６章 未来を拓く人を育むまちづくり（教育・文化の振興） 102億2,818万円 （前年度対比 ８億7,804万円増）

東部学校給食センター建設事業費（＋５億9,915万円）や私立幼稚園就園奨励費補助金（＋１億4,492万円）の増などにより、前年度対比9.4％の増となりまし
た。

（１） 学校教育の充実 77億9,009万円 （11億3,094万円増）

次代を担う子どもたちが心身ともに健やかに成長するよう、家庭、地域と学校との協働による質の高い学校教育の推進や教育施設の充実に努めます。

市民の「学びたい」「運動したい」というニーズに的確に対応するため、市民との協働により、適切な量と質を満たす生涯学習講座、スポーツの機会の提供に
努めます。
主
な
事
業

（２） 生涯学習・スポーツの推進 11億8,244万円 （２億2,630万円増）

主
な
事
業
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市政だより発行業務 映像関係広報業務 ホームページ提供業務

情報通信機器管理業務 地域情報通信基盤管理業務 電子計算処理業務 シティプロモーション推進業務（P59）

【新】市制100周年記念事業推進業務（P60） 税総合システム開発業務 公共建築物整備事業（P61）

第７章 将来まで自律した状態が続く都市経営（自律した都市経営の実践） 34億7,655万円 （前年度対比 ８億3,588万円増）

主
な
事
業

公共建築物整備事業（＋９億340万円）の増などにより、前年度対比31.7％の増となりました。

（１） 参加と協働による市政の運営 １億9,904万円 （2,462万円減）

市政情報の積極的な提供と政策・施策の説明責任を果たすことにより、市民の市政に対する理解を深めます。また、市民が主体的に参加・参画できる自治体
制を構築します。
主
な
事
業

（２） 効率的な行政運営の推進 32億7,751万円 （８億6,050万円増）

行政が果たすべき真の役割を見極めながら、業務の効率化と財政の健全化を進め、安定した持続可能な行政経営を実践します。
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